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取引先の皆様

危機の厳しさはますます増しています。それは私たちを
取り巻く状況に、プライベートでもビジネスでも、影響
を与えています。課題はますます大きく複雑になってい
ます。この状況の沈静化を期待することは難しいでしょ
う。そして何らかの危機が常に関係しているのですから、
私たちはそれに備える必要があります。

この NetShape では、経済的なメリットをもたらす巧
みなソリューション、投資をいとわない企業の勇気ある
決断、魅力的でポジティブなテーマについてお伝えした
いと思います。

カスタマーストーリーでは、今回の表紙を飾っている
中国・上海北西部の企業、Longteng Special Steel
（龍騰特殊鋼）社をご紹介しています。この 2 年間に 
Hatebur HOTmatic HM 75 のプロジェクトが私たち
にもたらした調達、組立、据付における課題の数々と、 
それらがどのように克服されたかをぜひご覧ください。

また、珠玉の技術もご覧いただけます。この度私た
ちは初めて、分離型駆動システムを搭載した改良型 
Hatebur HOTmatic HM 35 をご紹介します。さらに、
関連する別の記事で、この駆動システムが鍛造ローラー
ベアリングリングで実現するメリットも示しています。

ほかにも、バーチャルショールームの最新情報、ドイツ・
デュッセルドルフで開催されたWire 2022 の成功の 
レビュー、イタリア・ガルラーテからのインタビューも
掲載されています。

楽しくお読みいただけましたら幸いです。
危機に対する回復力を持ち続けましょう！

トーマス・クリストフェル
CEO

CEO のご挨拶
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最新情報 好成績で卒業

エリアーヌ・ヘスは、Hatebur にお
ける 4 年間のトレーニングを終え、
設計者としての研修を、EFZ（スイス 
連邦能力取得証明書）および職業
マトゥーラ（大学入学資格）の取得
を含めて、好成績で修了しました。 
エリアーヌは Hatebur の数多くの
様々な領域において、次のような印
象を得ています。「Hatebur には非
常に興味深いマシンが数多くあり、
それらは非常に多くの様々な部品か
ら成ります。そのため、作業も非常
に多面的なのです」と、彼女は振り
返ります。「特に刺激的だったのは、
やはりブルックの組立工場です。画
面における理論を実際に見ることが
できるのですから。」

勤続 20 年

氏名：エヴァ・レーマン 
職位：人事／セントラルサービス責任者

2002 年 9 月、エヴァ・レーマンは
人事部門の管理担当となりました。
Hatebur での 20 年間のキャリア
における最も重要なマイルストーン
には、新しい給与プログラムの導入
（2013 年）、給与アプリケーションの
新しいソリューションへの変換（2019 
年）、福利厚生管理スペシャリストに
なるための追加トレーニングが挙げ
られます。引退の 2023年 6月まで
は、すでに仕事を始めている後任の
シモーネ・ブーフミュラーをサポート
する予定です。これからもエヴァ・レー
マンとともに働けることを楽しみに 
しています。

5 年間で 4200 万個の 
カットオフ

ドイツ・バイエルン州デンクリンゲ
ンにある自動車部品サプライヤーの
Hirschvogel 社から、2 つの印象深
い成功報告が届きました。2022 年 
6 月に HOTmatic HM 75 での鍛造
部品が 1 億 4000 万個に達したと
のことです。5 年前から、このプラ
ントでは Hatebur が開発したサー
ボ油圧バーストップが採用されてい
ます。そしてこの間に、4200 万個
を超えるカットオフが、最適化され
た HOTmatic 切断品質で製造され
ました。背景として、Hirschvogel 
Group はドイツ・デンクリンゲンの
本拠地で世界最大の金型成形工場の 
1 つを運営しており、そこでは 2004 
年以来、全自動 HOTmatic HM 75 
XL が稼働しています。元々は村の鍛
冶場から生まれ、今やグローバルに
活動しているこの企業は、現在、中国、
ドイツ、インド、ポーランド、メキシ
コ、米国に子会社を展開しています。

勤続 40 年

氏名：ハインツ・シュトゥッツマン 
職位：プロセスエンジニア

ハインツ・シュトゥッツマンはマシ
ンおよび金型設計でキャリアをス
タートさせ、そのキャリアの過程
で HOTmatic のためのプロセス技
術のスペシャリストに成長しました。
2022 年 8 月、ハインツ・シュトゥッ
ツマンは 40 周年を祝しました。彼
の非常に多様な業務領域は、お客
様向けの成形部品の明確化から、プ
ロセスおよびキネマティクスのシミュ
レーション、工程段階の確定、マシ
ンにおけるプランニングのトータルサ
ポートにまで及びます。彼は専門知
識を部門全体にもたらすだけでなく、
世界中でマシンや金型に関するお客
様向けのトレーニングも実施していま
す。そのような機会に技術的な要件
と同様に文化的なインプットを行うこ
とも、彼にとって非常に重要です。
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文：ベルンハルト・ハーゲン（Hagen PR）
写真：Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社 �

HOTmatic HM 75 XL と共に 
新たなステージへ

常熟市（中国）  中国の鉄鋼メーカーで
ある Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社
が Hatebur HOTmatic HM 75 XL を発注したと
き、その目的は特定のプロセスを最適化することだ
けではありませんでした。目指していたのは、会社
全体の DNA に変化をもたらすことだったのです。

上海から北西約 100 km のところに、江蘇省の
常熟市はあります。常熟市は、民間企業である 
Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社が 
1993 年に設立された場所です。Longteng（龍騰）
社の工場は常熟市の東郊外に位置する梅李鎮にあ
り、その敷地は驚くほど広大です。工場敷地内で
本社ビルに向かう途中、巨大な倉庫、空高くそび
える工業用煙突群、数百台のトラック、数多くの 
高炉や製鉄所が車窓を通り過ぎていきます。

Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社は従業
員 5,500 名を擁し、約 30 年前から、総合的な鉄
鋼生産に注力しています。製鉄所の主な目的は、
焼結、鉄生産、鉄鋼生産、圧延鋼生産、金属加工、
エネルギー生産、化学研究を主要業務分野とする
下流での加工用の材料を供給することです。「私た
ちは常に、造船業界のお客様向けにカスタマイズ
されたスチールロッドの製造など、ニッチ市場に
焦点を当ててきました」と、同社の副社長である
ショーン・シュウ氏は述べています。様々な特殊
鋼の生産量は年間 450 万トンに達しており、その  
4 分の 1 が世界中の市場に輸出されています。
Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社にとっ
て最も重要な分野は、鉱業と造船業です。同社の
総資産は 150 億中国元（21 億スイスフラン）に 
なります。

Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社は、江蘇省常熟市を拠点とする中国鉄鋼業界のリーディングカンパニーです

�   カスタマーストーリー



06 カスタマーストーリー  �

大きく考える
しかし、製鉄事業にはリスクや課題もあります。
過剰な生産能力は問題であり、鉄鋼価格は大 
きく変動します。「少し前に私たちが Hatebur  
HOTmatic HM 75 XL を購入したのは、当社の下 
流分野のプロセス能力に投資するという戦略的 
決定があったからです。それにより、新しい市場と
機会を開拓し、付加価値を生み出し、過度に一方的 
な企業ポートフォリオによるリスクを低減するとい
う目的がありました。私たちは大きく考えており、 
eモビリティや風力発電、太陽エネルギーなどの 
急成長している産業向けの高精度部品を生産 
して、特定のニッチ市場でリーディングメーカーに
なるというビジョンがあります。再生可能エネルギー
とクリーンエネルギーは、未来なのですから」と、 
シュウ氏は説明します。「HOTmatic HM 75 XL は、
その方向に大きな一歩を踏み出す機会を与えて 
くれます！」

2022 年夏、Hatebur 最大の熱間フォーマーが 
Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社で運
転を開始しました。しかし実際のところ、同社の 
DNA の変化は、すでに数年前に始まっていまし
た。Longteng（龍騰）社はまず小型の鍛造マ
シンで実験を行い、風力エネルギー業界のお客
様向けに小型ベアリングボールを製造したので
す。そして、より多くの生産量、より多くの価値の
創造、新しい可能性を求めて、同社は 2020 年
に Hatebur Shanghai にコンタクトをとりました。
「Hatebur のエキスパートの皆さんと話したとき、
HOTmatic HM 75 XL がすぐに私たちの目に留ま
りました。それは単に大型マシンで大きなポテン
シャルがあるからというだけでなく、そのマシン
に、私たちを他社から際立たせてくれるチャンスを
見たからです。この一歩を踏み出せる企業はそう 
多くありません」と、シュウ氏は強調します。

中国初
実際のところ、Longteng Special Steel（龍騰特
殊鋼）社は中国で初めて最大の横型熱間フォー
マーであるHOTmatic HM 75 XLを導入しました。
Longteng（龍騰）工場でマシンが稼働している
ところを訪れると、同社の副責任者がこの投資を
誇りに思う理由が明らかになります。HOTmatic 
HM 75 XL は、革新的なサーボインフィード、切
断コンセプト、個別に調整および制御可能な搬
送用グリッパーを備えたトランスファーシステム、 
技術的優位性、そして前方押出し鍛造品のための 
優れた機能性を備えた、実に印象的なマシンです。
この 4 段熱間フォーマーは、最大直径 90 mm、
最長 12 m のスチールロッドの加工を行うことが
できます。成形荷重は 20,000 kN で、毎分最大 
80 個の部品の製造が可能です。このマシンは、
最大投入重量 7.5 kg、最大直径 180 mm の部品
を製造します。そのサーボインフィードは、電子
式バー材端末除去装置 ESA 600 との組み合わせ
により、最大限のプロセス信頼性と最小限の材料
廃棄を保証します。Longteng Special Steel（龍
騰特殊鋼）社の技術者は、この巨大な機械の操作
性の良さに見るからに喜んでいます。彼は革新的
なタッチスクリーンで楽々と素早くマシンを制御し
ています。

現在、同社は HOTmatic HM 75 XL をフランジの製造に使用しています。 
将来的には、自動車および eモバイルセクターの精密部品の製造を目指して
います

タッチスクリーンで簡単に操作：オペレーターが HOTmatic HM 75 XL を 
モニターしています
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第 2 世代
ショーン・シュウ氏は第 2 世代の Longteng 
Special Steel（龍騰特殊鋼）社を率いる、若く、
ダイナミックで、スマートなマネージャーです。彼
の父親が同社を設立しました。シュウ氏は常熟市
に生まれ、オーストラリアで大学生活を送ったの
ち、12 年前に同社に入社しました。「事業を行うと
き、中国と西側諸国では文化的な違いがあります。
多くの西側諸国の企業が時には何年もチャンスとリ
スクを天秤にかけている間に、私たちは民間企業
として、決断を迅速に適合させることができます。
リスクをつかむときには、できるかぎり早くチャン
スを利用したいものです。」HOTmatic HM 75 XL 
への投資において、Longteng（龍騰）社はこの
決断が喜ばしいものであることを証明しました。「私
たちは、革新的なクルマ、eモビリティ、新しい材
料に関する市場機会を求めています。この将来性
に満ちた市場の成長は速く、また、この規模のマ
シンは納入されるまでに 2 年はかかります。私た
ちは、未来に投資することを決断しました。私たち
は鍛造に関する専門能力によってリーディングカン
パニーとなり、この成長市場のために製品を生産
していくことができるでしょう」と、シュウ氏は述べ
ています。

コロナ禍に打ち勝つ
HOTmatic HM 75 XL が常熟市に納入された後、
据付と初回運転開始プロセスが始まりました。中国
国内における激しいコロナパンデミックと移動制限
のため、Hatebur はスイス本社から技術者を送る
ことはできませんでしたが、上海にある子会社の
ベテランエンジニアや技術者が待機していました。 
そのような中で、据付と初回運転開始プロセスは、
Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社との 
緊密な協同作業により、この規模のマシンにとっ
ては非常に効率的かつ迅速に、わずか 3 か月 

足らずで成し遂げられました。「当初、私たちは 
Hatebur のスイス本社からのエキスパートがこれ
らの重要な難しいプロセスを統括してくれることを
希望していました。しかし、Hatebur Shanghai 
のチームが初回運転開始を非常に良く管理してく
れたのです。そのサービスクオリティとサポートに、
私は非常に満足しています」と、シュウ氏は報告し
ています。

トップレベルの精度：HOTmatic HM 75 XL は最大直径 90 mm、最大長さ 12 m  
の鋼材を加工します

Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社の HOTmatic HM 75 XL は、この種類では中国初のマシンです
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エンジニアがワイヤーインフィードを確認しています

Longteng Special Steel（龍騰特殊鋼）社の鍛造チーム

プロセス全体で、Longteng Special Steel（龍騰
特殊鋼）社のスペシャリスト 15 名が携わりました。
彼らは、スイスの Hatebur エキスパートとの長
時間のビデオ会議やマシンでの包括的なトレーニ
ングを含む、徹底的なトレーニングを受けました。 
「そのノウハウが重要です。最終的に私たちは、 
当社の強みになる生産力を最大限にするために、
HOTmatic HM  75 XL をフル活用することを計画
しています。私たちのチームは 1 日 3 シフトでマシ
ンでの作業を行っています」とシュウ氏は述べます。

現在、Longteng（龍騰）社は加工されている材
料のいくつかを調達および購入しています。近い
将来において効率と生産性を最大限にするため、
同社はすべての鋼材を直接、独自の上流のリソー
スから取り寄せることを計画しています。鍛造プ
ロセスの後、完成品を生産するため、Longteng 
Special Steel（龍騰特殊鋼）社は後続の加工工
程も社内で行っています。「それが私たちの目的で
あり、将来的には、加工工程をさらに拡充していく
つもりです」と、シュウ氏は説明します。

現在、HOTmatic HM 75 XL ではオイルおよび
ガス産業用フランジの製造が行われています。 
しかし、これは間もなく変わるでしょう。Longteng 
Special Steel（龍騰特殊鋼）社のエンジニアが  
eモビリティ市場向けの部品の開発に取り組んで 
おり、その部品の最初の試作が間もなく始まります。
「まだ可能性の評価中ではありますが、私たちは
すでに 2 台目のマシンとなる AMP 70 を Hatebur 
に発注しました。そのマシンは 2023 年初めに納
入予定です。それにより、私たちの生産量はさら
に高まるでしょう」とシュウ氏は述べます。「私たち
は eモビリティ市場に多大なポテンシャルがあると
見込んでおり、計画通りに生産が進めば、間もな
くさらにマシンを発注するでしょう。」
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    首都：北京（人口 1900 万）33 の省級地域：22 の省、5 つの自治区、4 つの直轄市、2 つの特別行政区

中華人民共和国の概要

人口：約 14 億 1200 万人総面積：約 9,597,000 km²

最大都市： �   上海 2190 万 
  北京 1900 万 
  深圳 1750 万 
  広州 1610 万 
  成都 1360 万 
  天津 1110 万 
  武漢 1040 万

中国は UNESCO 世界遺産の数でイタリアと 1 位を分け
合っています。そのうちの 37 件は文化遺産、14 件は
自然遺産、4 件は複合遺産です。中でも最もよく知ら
れているのは、6260 km もの長さを誇る万里の長城、
北京の紫禁城、秦始皇帝陵および有名な兵馬俑です。

中国では、数字は、それらの発音に因んで、より深い

意味を持って用いられることがよくあります。縁起が良

い数字として最も良く知られているのは 8 で、経済的
な豊かさを示す単語と響きが似ているからです。縁起

が悪い数字として最も重要なものは 4 で、「死」と似
た発音になるからです。

39.4%
工業 

53.3%
サービス業

7.3%
農業

中国の世界遺産

縁起が良い数字、縁起が悪い数字

数字から見る状況
中国

最長の川 最高峰

チョモランマまたはエベレスト（8848,86 m）長江（別名：揚子江）（6300 km）

経済

主力輸出品目

主要輸入品目

26.6% 電気機器

8.2% 原油

16.3% 一般機械

8.0% 集積回路

10.1% 衣類および生地・織地

4.2% 金

料理

中国には、地域によって大きく異なる、信じられないほ

ど多様で多彩な料理があります。有名な料理の中から、

ごく一部をご紹介しましょう：

四川火鍋 – スパイシーで辛い鍋
麻婆豆腐 – 牛肉と豆腐、激辛
羊肉泡モウ（ヤンロウパオモウ） – 羊のスープ、ちぎった 
ナンのようなものと肉入り（モウの中国語表記は飠+莫）
肉夾モウ（ロウジァモウ） – 肉のサンドイッチ、 
中華バーガーとも呼ばれる

雲吞（ワンタン） – 薄い小麦粉の皮で具を包んだもので、
スープなどに入れる

北京ダック – 最も有名と思われる 
中国料理

6190 m

8848 m

2228 m

14.732
（単位：1 兆 米ドル） 

GDP：国内総生産（2019 年）
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ライナッハ   サーボ油圧バーストップの
HM 75 XL および AMP 70 への搭載を成功させた
あと、Hatebur はさらに分離型駆動技術のイジェク
ターへの導入を進めています。最初の導入は、ま
もなく Hatebur HOTmatic HM 35 で行われる予
定です。

数年前から、Hatebur では SAM テクノロジー
（サーボ油圧式イジェクターモジュール）の開発
と最適化に熱心に取り組んでいます。プロトタイ
プを使用して、様々なトライアルがデモセンターの 
AMP 30 およびテストスタンド上で行われました。
結果は一貫してポジティブなものであり、SAM  
テクノロジーは現在、私たちのお客様のところで 
高生産性を実現する導入のための準備が整えられ
ています。

技術的ソリューションの詳細
サーボ油圧式イジェクターシャフトの導入は、機械
式イジェクターコンポーネントを不要にします。さ
らなるメリットとして、分離型アプローチがあり
ます。シャフトは個別に制御可能で、最適に製
品のニーズに合わせることができます。それによ
り、たとえばイジェクター力をモニターしたり、新
しいプロセス方法を策定したりすることができます。
それが可能なのは、イジェクターのリターンをご希
望の時点に合わせて停止させ、中間成形ステップ
を実行することができるからです。

さらに、イジェクターの電子制御により、HMI で
のすべての設定をボタンを押すことでロードしたり
変更したりすることができます。これによりイジェ
クターでの手作業が不要になるので、金型交換時
間の著しい短縮につながります。これまでイジェ
クター機能は固定されたカムと連動していました。
SAM により、従来の制限の多くが間もなく過去の
ものとなるでしょう。

Hatebur HOTmatic HM 35: 
SAM テクノロジーによる 
さらなる前進

文：カーステン・ジーバー
写真：Hatebur �

サーボ油圧式イジェクターモジュールによるダイか
らの鍛造部品のイジェクト動作は 2 段階で行われ
ます。強い力で部品を放し、高速で部品を押し出
します。考え抜かれたシリンダー構造により、こ
の動作のためのエネルギー消費を最小限に抑える
ことと、それにより時代の精神に即した省エネソ
リューションを開発することに成功しています。シ
リンダー内のオイルフローの制御は、イジェクター
の摩耗しないブレーキ機能が保証します。

組み合わされた各種の工程方法
バルブ技術により、オイルフローを最新の要件に
合わせて非常に素早く変化させることが可能です。
それにより、たとえばブランクをダイに押し込んで
いる間、イジェクターを完全に止めておくことがで
きます。SAM テクノロジーを使用して成功したテ
ストや試運転では、私たちはすでに知られている
プロセスを最適化したり、完全に新しいプロセス
用の基盤を置くことができました。たとえば、フォー
マー内で切断されたカットオフについて、SAM  
モジュールを使用して第 1 工程でスケール除去を
行い、さらに成型プロセスを同一工程で行うことも
可能です。

特に複合リングの製造時には、部品形状により、
スラグを非常に薄いものにすることが可能です。こ
のプロセスのために、イジェクターをリターン時
に中間位置で停止状態になるまで制動します。ス
ラグはフォーマー動作の前死点においてではなく、
この中間位置で形成されるので、より自由な材料
フローにより、スラグの厚さを著しく低減すること
ができるからです。鍛造部品において材料が占め
るコストは高く、このプロセスは利用者に多大な 
費用上のメリットをもたらします。
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複数のプロセスステップが組み合わされている成
型工程は、特に目新しいものではありません。そこ
で Hatebur は、ピアシング／分離プロセスをもう
何年も前からご提供しています。これもまた SAM 
モジュールによってさらに簡単なものにすることが
できます。その際、イジェクターの動作プロセス全
体をモニターしながら、部品をより丁寧に排出する
ことができます。

これらのプロセスの組み合わせのすべては、イジェ
クター機能のフレキシブルな制御に基づいており、
その制御の強力なサポート力により、中間位置で
の保持が可能となっています。ステップを複数の工
程に分ける必要がないので、単に金型コストが節
減されるのみでなく、比較的少ない生産手段で要
件の厳しい部品を製造することが可能になります。

Hatebur HOTmatic HM 35： 
マシンラインナップへの統合
HM 35 の導入時には、自動車部品の他にベアリン
グコンポーネントの製造にも注目が集まりました。
新しい SAM テクノロジーにより、ベアリング分野
で高まり続ける価格圧力に配慮しながら、より材料
を節減し、それに伴ってより良いコストパフォーマ
ンスで生産するという、ブレークスルーとなるよう
な潜在的可能性が生まれています。このようなコス
ト的なメリットの他に、スケール除去ステーション
などのような様々な品質上のニーズにも適合してい
ます。このスケール除去ステーションは追加の金
型費用がかかることはなく、バー材受け渡し中の
本体の振れによる影響も受けません。これらの新
しい可能性の数々は、迅速な金型交換を可能にし、
Hatebur HOTmatic HM 35 を 4 工程で最大 68 
mm のベアリングコンポーネントを製造するため
の理想的なマシンにする HMI のユーザーフレンド
リーなサーフェスによって、完璧なものに仕上げら
れています。

メリット： 
	 プロセスコンビネーションによるコスト節減 
	 より迅速な金型交換 
	 イジェクタータイミングをフレキシブルに選択可能 
	 摩耗しないブレーキ機能を内蔵 
	 電子式過負荷保護機能を内蔵 

	 （ブレーカーボルトなし）

AMP 30 に SAM を試験的に搭載（ライナッハのデモセンターにて）SAM 搭載 HM 35 が最初の 2 つの工程に
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成功への鍵としての 
シミュレーション

文：シュテファン・ライブントグート、ミハイ・ヴルカン、ミヒャエル・ズーター
写真：Hatebur �

ライナッハ   新規開発において、Hatebur 
は最新のシミュレーション手法を用いて、革新的な
技術コンセプトの実現可能性を検証し、さまざまな
作業条件下でフォーマーの最高水準のパフォーマン
スと最大限の信頼性を実現しています。

このようなシミュレーションにより、最初のコンポー
ネントを調達する前であっても、さまざまなソリュー
ションアプローチを確認して比較することができま
す。このようにして、Hatebur は、効率的で材料を
節減するプロセスと、長期にわたる信頼性の高い運
転に対する期待に確実に応えることができます。

物理技術システムおよびプラントの 
システムシミュレーション
Hatebur では、システムシミュレーションを使用
することにより、最終的な設計の検証やパラメー
ターの調整を行うだけでなく、複雑な高性能シス
テムにおけるあらゆる物理的な相互作用をより深
く理解しています。業界において真に革新的で率
先する存在であるために、エンジニアは機能シス
テムにおけるあらゆる影響と依存関係を理解し、
課題に対する確固としたソリューションを見い出す
必要があります。そのためには、関連するすべて
の物理現象を正確にモデル化することが不可欠で
す。マシンが期待どおりに動作しない場合、シス
テムシミュレーションモデルは、すべての機能サブ
システムとコンポーネントの物理特性に対する独
自の洞察を提供し、トラブルシューティングを大幅
に簡素化し、これらの課題を克服するのに役立ち
ます。

図 1: 
サーボ油圧バーストップ用 
シミュレーションモデル：
ご存じの通り、駆動における物
理的な制限は最高の制御装置
によっても克服できません。�  
これについては、図 2 で例を 
あげています。
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機能の検証と最適化のためのシステムモデルへの
投資は、プロトタイプ数が低減されるだけでなく、
マシンの試運転が加速されることによっても、十分
にひきあうものとなります。マシンの挙動は、その
製造と組み立ての状態に関係なく、確実に予測で
きます。これは、機械式、電子式、油圧式制御の
みに限らず、電子油圧式および電子機械式制御に
もあてはまります。

ケーススタディ「サーボ油圧バーストップ」
Hatebur は、サーボ油圧バーストップを使用して、
熱間せん断時に「圧縮応力が変形性を高める」と
いう物理的成形アプローチを実装しています。こ
れにより、せん断破壊が最小限に抑えられるか、
あるいはなくなることさえあります。これについて
は、すでに 2018 年 2 月号の NetShape で詳し
く報告されています。切断プロセス中の正確なパ
ワーオーバーラップは、瞬きの 5 分の 1 もかから
ないくらいで行われます。そのため、制御システム
（シリンダー、サーボバルブ、位置測定システム、
圧力センサー、制御ユニット）の設計には、特に
注意が払われました。駆動システムのモデル化は、
SimulationX を使用して行われています（図 1）。

図 2: 制御ブロック構造がプロセス要素である力に及ぼす影響：油圧技術的に正しく設計されていない制御ブロックは、サーボシリンダー
に著しい圧力変動をもたらします。それにより、せん断破壊に関わる最も重要な影響要素、切断中のいわゆるパワーオーバーラップが制御 
できなくなることがあります。その結果、せん断破壊が制御されない状態で行われることがあります。制御回路の阻害変数は、構造的に 
最適化された制御ブロックによって消去されます。それにより、成型範囲全体におけるサーボシャフトの確実な稼働が保証されるのです。
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有限要素法（FEM）によるシミュレーション
個々のコンポーネントまたは機能アセンブリ全体の
詳細な計算により、有限要素法（FEM）を使用し
て、動作条件下でのシステムの負荷または変形挙
動に関する信頼できるステートメントを作成できま
す。Hatebur では、非常に高性能のソフトウェア 
Ansys を利用しています。FEM 計算を使用するた
めの出発点は、様々に異なる場合があります。たと
えば、新規または既存のシステムの疲労強度の証
明、キネマティックシステムのより効率的な設計の
ための重量の最適化、コンポーネントが実際に使
用されるよりもかなり前に行われるソリューション 
の検証などです。

ケーススタディ「新しい形状の成型部品の製造」
新しい形状の成型部品を効率的に製造するには、
成形工程を設計する際に革新的なソリューション
が必要となります。これらの新しい成形シーケンス
は、フォーマー全体の負荷に直接影響を及ぼしま
す。プロセスと製品開発間の双方向的な相互作用
では、プロセスからの新しい要件が、既存および
将来のフォーマーの可能性と比較され、調整され
ます。焦点を絞った FEM 計算を使用して、さまざ
まな負荷パターンが詳細に分析されます。焦点が
置かれるのは、成形プロセスの力の流れによって
直接負荷がかかるコンポーネントです。さらに関
連するすべてのコンポーネントを含むシステム全
体が、包括的なシミュレーションモデルを使用して
画像化されます。

計算の参照値： 
	 考慮されているコンポーネントの数：	33 
	 要素の数（ネットワーク）：	 470～610 万 
	 1 負荷条件にかかる計算時間：:	 7.5–15 時間

33 個のコンポーネントを Ansys にインポートし、条件付けします

可変ネットワーク密度を使用したコンポーネントの切断面 切断面を拡大、計算された応力プロセスを使用
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このモデルを使用して、様々な成形シーケンスから
の要件が体系的に計算されます。応力、延伸、接
触挙動などの結果は、エキスパートチームによって
分析され、最適化オプションが検討されます。発
見されたアプローチはいくつかの反復ステップを経
てシミュレーションに統合され、それによりソリュー
ションの発見が段階的に進められます。

Ansys ソフトウェアを使用した有限要素法の適用
における数十年の経験に基づいて、主要コンポー
ネントのジオメトリ最適化を行うことができます。
これにより、新規および既存の負荷パターンで特
に注意を払うべきポイントでのコンポーネント負荷
を大幅に低減できます。

ソフトウェア開発におけるシミュレーション
ソフトウェア開発においてもシミュレーションを使
用して作業が行われます。新しい機能はプログラ
ミング後にシミュレーション環境でテストされます。
そのようにして据付期間が短縮され、プロセス安
定性が向上しています。既存のマシンで変更が行
われる場合には、新しいプログラム部分がテスト
合格後にリモートメンテナンスでマシンコントロー
ラーにロードされます。

シミュレーションはサプライチェーンで厳しい制限
がある場合にも役に立ちます。ハードウェアがまだ
利用できない場合でも、新しいマシンのためのソフ
トウェアの開発やテストをシミュレーション環境の 
中で行うことができるからです。

シミュレーションによる視覚化とプログラムコード

お客様のマシン上で新しい機能をリモートメンテナンスにより提示
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サーボ油圧式イジェクター 
モジュールによる 
節減の可能性

ライナッハ   ごく最近、Hatebur によっ
て新しいサーボ油圧式イジェクターモジュールが開
発され、テストステーションで広範囲にわたる十分
なテストが行われました。そのポジティブな結果を
受けてライナッハのテストセンターでモジュールが 
HOTmatic AMP 30 に取り付けられ、実際の生産
条件の下でのテストが行われ、成功を収めて終了し
ました。

サーボ油圧式シャフトの導入により、高度にダイナ
ミックな位置制御、力の制御、速度制御を鍛造プ
ロセス全体で実現することができます。各モジュー
ルの動きはマシンの動きと関係なく選択でき、プロ
セスに合わせて最適に設計されます。金型交換の
際に、従来のようにイジェクターストロークを手で
調整する必要はありません。ごく簡単に、マシンの
タッチスクリーンに入力することで可能です。イジェ
クターモジュールは圧力および位置測定システム
を搭載しており、それによりイジェクターの動きを 
イジェクター力とともに正確に特定することができ
ます。

文：キム・ヴェーバー
写真：Hatebur �

モジュールの新機能の 1つに、スケール除去／ダ
イ内成形があります。この組み合わせにより、1 つ
の工程で 2 プロセスステップを実行することが可能
となります。最初のステップで、圧縮プロセス中
にスケールがダイ前で除去されます。イジェクター
シリンダー内のオイルフローの制御により、カット
オフはダイより前でスケール除去されてからダイへ
と導かれ、ダイ内でご希望の形状に成形されます。
Hatebur HOTmatic のユーザーは、従来のスケー
ル除去ステップに匹敵する、ダイ外側でのスケー
ル除去のプロセスコンビネーションにより、金型の
寿命を延ばし、鍛造部品における加工をより少なく
するというメリットも得られます。

スラグ厚を著しく低減させることができる、スリム・スラグ・プロセス
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昨今の重要な課題の 1 つは材料の節減です。この 
関連性における期待を適切なものにするため、
Hatebur 開発チームは「スリム・スラグ・プロセ
ス」を設定しています。これは、成形時における
イジェクターとパンチ間の位置を変化させることに
より、スラグ厚の低減を目指すものです。適切な
位置に達すると、イジェクターがご希望の成型部
品の厚さまで動き、鍛造部品が最終的に成形され
ます。リングの組み合わせに応じて、スラグ厚が
たちまち元の厚さの半分にまで削られることさえあ
ります。金型の寿命は今日のプロセスと同程度で、
HOTmatic 製造プラントの非稼働時間が増えるこ
とはありません。たとえば複合リング 6008 ブラン
クの場合、この「スリム・スラグ・プロセス」により、
約 25 g の材料を節減することが可能です。すなわ
ち、年間生産量が 1000 万個の場合には、250 ト
ンの削減になります。

ピアシング／分離プロセスとリングの分離では、 
このイジェクターモジュールにより、多大なプロセ
ス安定性がもたらされています。モジュールの動
きを調整することができるので、正確な位置でピ
アシングすることはシリンダーの位置測定システム
にとって全く問題ありません。また、イジェクター
のスタート位置を簡単に調整できるので、アイドル
ストロークがなくなることにより、インナーリングを
スムーズに、ゆっくりと、打痕のない状態で排出
することが可能です。さらに、両方のリングをマシ
ン内で別々に排出し、負荷をモニターする機能も
可能になります。ウォータークッションやピアシン
グ／分離カムのような旧システムは、この新イジェ
クターシステムに置き換えることができます。それ
により、金型により簡単に取り付けることができる 
ようになり、金型コストの低減にもつながります。

サーボ油圧式イジェクターモジュール

ピアシング／分離プロセスに
よる複合リングプロセス
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インタビュー
ポートレート  �

氏名：フェデリカ・オーロラ 
職位：ファイナンシャルコントローラー 
Carlo Salvi 入社：2019 年 11 月

 
Carlo Salvi への入社時期と同社での役割を教えてくだ
さい。
2019 年 11 月から Carlo Salvi でファイナンシャルコン
トローラーとして従事しています。

入社以来、ずっとその職務ですか？
はい、入社以来それが私の Carlo Salvi における職務
です。

どのような学業を修めてこられましたか？
私は科学系高校に通っていました。その後、イタリア・
ミラノのビコッカ大学で学び、経営学の学位を得た後、
監査と統括に関する修士の学位を得ました。

この職に就く前に、Carlo Salvi や同社のマシンのこと
を知っていましたか？
いいえ、知りませんでした。しかし、私はコンサルティ
ングの世界から産業界に移りたかったのです。Carlo 
Salvi に入社する前は、会計監査や経営コンサルタン
トなどを主力業務とする KPMG 社で 4 年間働いてい
ました。

業務内容を教えてください。
通常は、親会社への各種の週次報告や月次報告の準
備をするために、会社の財務的および経営的な業績を 
チェックすることに従事しています。

それから、特定の業務に割かれている時期があります。
たとえば、9 月から 10 月までは翌年の予算に関する
作業を行い、12 月から 3 月は完全に年次決算に集中
しています。

その他に、会計監査法人や規制当局との業務、デー
タ保護やコンプライアンスのチェック等もあります。 
また、子会社と毎日連絡を取り合っています。

得意な業務とその理由を教えてください。
決算の特定の部分の分析が好きです。棚卸資産や売
掛金というような部分です。この種の分析はこれま
でもずっと好きで行ってきました。それらは実用性の
ない作業に見えるかもしれませんが、企業の業績と
従うべき戦略を理解するためにとても重要なのです。
キャッシュフロー分析も楽しいです。資金の流入と流
出を理解し、資産の流動性を把握しておくことができ
ます。

チーム作業ですか？それとも 1 人で担当しているのです
か？お客様やサプライヤーとコンタクトをとることはよく
ありますか？
お客様やサプライヤーとコンタクトをとることはありま
せん。コンタクトをとるのは数名の外部のアドバイザー
だけです。ガルラーテでこの職務に就いているのは私
だけですが、通常は Hatebur の同じ職務の同僚たちと 
一緒に働いています。

仕事で何か変えられるとしたら、何を変えたいですか？
新しいプロジェクトのための時間がもっとあったらと 
思います。いつも納期に追われている代わりに！

結婚なさっていますか？お子さんはいらっしゃいますか？
いいえ、結婚していませんし、子供はいません。

休日はどのように過ごすのがお好きですか？ご趣味は？
子供の頃からダンスが好きで、22 年間もダンススクー
ルに通っていました。その後、ダンスを仕事に結び付
けることはできませんでしたが、音楽とダンスへの情熱 
はまだ生き生きとしています。コンサートに行ったり、
映画や TV シリーズを観るのも好きです。

 フェデリカ・オーロラ
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文：キャン・チャイ
写真：Hatebur �

バーチャルショールームの 
成長と成功

ライナッハ   2021 年、私たちは世界中の
お客様に初めてバーチャルショールームをご紹介し
ました。それ以来、その付加価値をさらに高めるた
め、様々な追加機能を統合してきました。これから
もこのショールームは継続的に発展させていきます。

コロナパンデミックは、グローバルに活動する企業
に多くの忍耐力、柔軟性、創意工夫を求めてきま
した。それにより、同時に、誰も逃したくないよう
な数多くの革新ももたらされました。その好例の  
1 つが私たちのバーチャルショールームです。場所
に依存せずにアクセスできるこのプラットフォーム
により、移動の自由が制限されている中でも、ポー
トフォリオをできるかぎり直接体験して知っていた
だく方法を得ました。

Hatebur の世界 – ライブおよびカラー付き
ショールームは、最初のステップで、まず新型マ
シンの紹介に用いられました。お客様からのフィー
ドバックは「しっかりと得られた」というレベルを
超えていました。ショールームは皆さんの関心を
大いにかき立て、好意的に広範囲にわたって十分
に活用されたのです。私たちはこのメッセージを、 
「プラットフォームを拡張し、追加の便利な機能を
拡充する」というダイレクトな作業オーダーと同様
に理解しました。そこで私たちは 2022 年初めから、
サービス製品およびサービス機能のプラットフォー
ムへの統合を開始し、ユーザーの皆様がアクセスで
きるようにしています。たとえば HOTmatic AMP 
50 では、可能な改造とアップグレードについて 

�   サービス＆サポート
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ショールームでご利用いただけます。このようにし
て私たちは、改造が見込まれている範囲や、関連
しているマシンの部品をダイレクトに提示していま
す。また、その他の機種や改造についても、ショー
ルームで使用できる技術データシートを含めて、
大急ぎで取り組んでいます。

経済的でエコロジカルな革新
私たちはこのプロジェクトにより 2 つの観点におい
て価値のある貢献ができることを誇りに思います。
1 つ目は、既存のお客様にも潜在的なお客様にも、
長距離を移動する必要なく、Hatebur の世界にラ
イブで浸っていただける可能性を提供することで
す。それにより、時間や予算の計画においてポジ
ティブな効果がもたらされます。2 つ目は、飛行機
での移動距離が節減されることにより私たちの環境
を保護し、持続可能性を向上させる方向へさらに 
もう 1 歩進むことです。

そのため、私たちはこの革新的なコミュニケーショ
ン方法とバーチャルでの協同作業を大切に思って
いますが、それらが補完に過ぎず、直接お会いす
ることに代わるものではないこともわかっていま
す。私たちは皆、フェイス・トゥ・フェイスでの相
互作用や信頼できる交流、長期にわたって築かれ
てきたパートナーシップというものが持つ意味を自
覚しています。そのため、できるだけ早く皆様に、
展示会や皆様の拠点、あるいはスイス・ライナッ
ハの私たちの本社などで再会できるようになること
を心待ちにしています。
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予定されていた IFC 2020 が COVID-19 のために中止を余儀な
くされた後、このイベントは 2022 年 6 月 11 日から 13 日にかけ
て通常の規模で無事に開催されました。世界中から 300 名を超
える参加者がシカゴに集い、鍛造業界におけるトレンドや技術、
最新プロセスなどについて情報を得たり、情報交換をし合ったり
しました。

数々の専門講演はすべて興味深く、非常に詳しいものでした。
テーマは、鍛造に関連する全般的な市場開拓や可能性、新しい
ソリューションを含めて、様々な領域にわたっていました。米国、
欧州、中国、日本、インドから鍛造のトレンドが詳しく紹介され、
非常に興味深い例と共に図解されました。

文：クリスチャン・ベッカー
写真：Hatebur �

現在の鍛造産業において最も重要なテーマと見なされているの
は、疑いの余地なく持続可能性であり、また、将来的に成果を
上げるための決定的な鍵としてそれが、理解される必要がある
という認識です。関連して、キネティックエネルギーリカバリー
システム（KERS）を使用した駆動コンセプトやエネルギー効率
向上のためのインテリジェントな制御などの、エネルギー効率
の分野における様々なソリューションのプレゼンテーションが行
われました。

Hatebur は米国の代理店の Forging Equipment Solutions
（FES）社と共に、IFC でブースを構えました。会合への参加は
期待通りに非常に価値のあるものであることが証明され、久しぶ
りにようやく直接再びお会いして旧交を暖めたり、新たな交流を
図ったりすることができました。

2022 年 6 月 11～13 日

第 23 回 International 
Forging Congress（IFC）2022

開催地：シカゴ（米国） 
出展： Hatebur Umformmaschinen AG

�   見本市を振り返る
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東南アジア最大の成形技術のための展示会である IMTEX 
Forming 2022 が、パンデミックによる制限のために約 30 か月
間も開催できない状態となった後に、通常の規模で、インド・
バンガロールのエキシビジョンセンター（BIEC）において開催
されました。主催者は、製造のために欠くことのできない技術
を提示しました。厳しい市場条件にかかわらず、IMTEX はイン
ドにおける金型マシンおよび製造産業の成長を促進するための
重要なマーケットリーダーであり続けています。

	 成形
	 溶接と接合
	 板金加工におけるロボット工学および自動化

Hatebur は今年の IMTEX Forming に再びブースで参加し、
多くの既存のお客様とコンタクトをとったり、新たな交流を図っ
たりすることができました。私たちの冷間および熱間フォーマー
における技術的ソリューションと幅広い品揃えは、大きな関心を 
呼びました。

文：Reinhard Bührer（ラインハルド・ビューレル）
写真：Hatebur �

2022 年 6 月 16～21日

IMTEX Forming 2022

開催地：バンガロール（インド） 
出展：Hatebur Umformmaschinen AG
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2020 年の中止と 2022 年初めにおけるさらなる延期の後、国
際産業展 Wire がドイツ・デュッセルドルフでようやく再び開催
されました。Hatebur と Carlo Salvi はこの機会を利用して、
今回 2 度目となる印象的な合同ブースでエキスパートの皆様に 
プレゼンテーションを行いました。

今年のプレゼンテーションにおけるフォーカスポイントは、ス
クリューブランクの成形と内蔵型転造ダイスを組み合わせた 
Carlo Salvi の新型プログレッシブヘッダー CS 513 TH と、特に 
Hatebur の CM 725 に搭載されている、ユーザーに新たな利
用可能性を開く Hatebur グループの革新的なサーボテクノロ
ジーです。

Wire ブースの最大のスターは Carlo Salvi が開発したプログ
レッシブヘッダー CS 513 TH でした。このマルチタレントは、最
大直径 13.5 mm のワイヤーに対応して 1 分間に最大 180 個の
部品を生産する 5 段冷間ヘッダーとねじ転造ユニットを、1 台の
同じマシン内に統合しています。CS 513 TH はブースにおいてラ
イブで製造の実演を行い、皆さんの多大な関心を呼びました。

文：Hatebur
写真：Hatebur �

それぞれの展示で、関心をお持ちになった数多くの訪問者の
方々に、 Hatebur の革新的なサーボテクノロジーが披露されま
した。その際、すでに COLDmatic CM 725 に搭載されていた、
個別にプログラミング可能で同様にサーボテクノロジーによって
駆動されるグリッパーを備えたサーボトランスファーシステム、
非常に正確なサーボリニアインフィード、マシンのさらなるパ
フォーマンス向上を可能にする新サーボダイレクトドライブが、
大きな反応を得ました。キーワード 「Hatebur コネクト」の下
にまとめられている新しいデジタルサービスもまた、幅広く詳細
に討議されました。

たっぷりと用意されたケータリングエリアが、早くから遅くまで
商談や専門的な懇談のために利用されていました。それにより、
皆さんが会場で見たものは、毎日変わるランチメニューとイタリ
アンエスプレッソの場でより深く検討されました。世界的に経済
的および地政学的な課題があふれる中、直接お会いして交流し、
将来に向けた信頼関係を築くために、これは非常に歓迎される
瞬間でした。

2022 年 6 月 20～24 日

Wire 2022

開催地：デュッセルドルフ（ドイツ） 
出展：Hatebur Umformmaschinen AG 
出展のハイライト：Carlo Salvi CS 513 TH、新しいサーボテクノロジー



Hatebur 
ブースへ
お立ち寄り
ください！

2023 年 1 月 12～15 日
Auto Expo 2023 – 
Components

開催地：ニューデリー（インド）
出展：Hatebur Umformmaschinen AG

2023年 3 月 21～23 日
Fastener Fair Global 2023

開催地：シュトゥットガルト（ドイツ）
出展：Carlo Salvi S.p.A.

2023 年 5 月 16～17 日
Fastener Fair USA 2023

開催地：ナッシュビル（米国テネシー州）
出展：Carlo Salvi S.p.A.

2023 年 5 月 23～25 日
Forge Fair 2023

開催地：クリーブランド（米国オハイオ州）
出展：Hatebur Umformmaschinen AG

2023 年 7 月 12～15 日
MF-Tokyo 2023 プレス・板金・ 
フォーミング展

開催地：東京
出展：Hatebur Umformmaschinen AG

皆様のお越しを 
お待ちしております。
 
すべての情報は 2022 年 6 月時点のものです。 
イベントを訪問される前にインターネットで 
最新日程などについてご確認ください。
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Carlo Salvi S.p.A.
Via Tommaso Salvini, 10, 20122 Milano (MI), Italy 
T：+39 02 87 88 97、F：+39 02 86 46 17 88
carlosalvi@carlosalvi.it、www.carlosalvi.com  

Carlo Salvi S.p.A.
Via Ponte Rotto, 67, 23852 Garlate (LC), Italy 
T：+39 0341 65 46 11、F：+39 0341 68 28 69  
carlosalvi@carlosalvi.it、www.carlosalvi.com

Carlo Salvi USA Inc.
4035 King Road, Sylvania, OH 43560, USA
T：+1 419 843 17 51、F：+1 419 843 17 53
sales.usa@carlosalvi.com 

Carlo Salvi UK Ltd.
Unit 4, Cedar Court, Halesfield 17,  
Telford, Shropshire, TF7 4PF, Great Britain
T：+44 1952 58 77 30、F：+44 1952 32 71 80
sales.uk@carlosalvi.com

Carlo Salvi (Guangzhou)  
Machinery and Equipment Co., Ltd.

Room 1404, West Point Center, 

No. 65 Zhongshan Qi Road,  
Liwan District, 510140 Guangzhou City, P. R. China
T：+86 20 8173 46 72、F：+86 20 8123 93 59
gm.china@carlosalvi.com

本社

Hatebur Umformmaschinen AG
General Guisan-Strasse 21, 4153 Reinach, Switzerland
T：+41 61 716 21 11、F：+41 61 716 21 31 
info@hatebur.com、www.hatebur.com

拠点 

Hatebur-Lumag Services AG
Birchmatte 9, 6265 Roggliswil, Switzerland 
T：+41 62 754 02 63、F：+41 62 754 02 64 
info@lumagag.ch 

Hatebur Umformmaschinen GmbH
Bahnhofstrasse 18, 51674 Wiehl, Germany
T：+49 2262 761 65 68、F：+49 2262 761 65 69 
sales@hatebur.com

Hatebur Metalforming Technology (Shanghai) Co., Ltd.
Rm B1, 7th F., Juneyao International Plaza
No. 789 Zhaojiabang Rd., Shanghai 200032, P. R. China
T：+86 21 6417 84 28、F：+86 21 6417 84 22 
info.cn@hatebur.com 

ハテバージャパン株式会社
〒105-0011
東京都港区芝公園 1-1-11 
興和芝公園ビル 5F
T：+81 3 5843 7445、F：+81 3 5843 7446
info.jp@hatebur.com


